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健生発 0219第 6号

令和 8年 2月 19日

厚生労働省健康・生活衛生局長

（公印省略）

移植希望者（レシピエント）選択基準の一部改正について

臓器の移植希望者（レシピエント）の選択につきましては、「臓器提供者（ドナー）適

応基準及び移楠希望者（レシヒ。エント）選択基準についてJ（平成9年 10月 16日付け健

医発第 1371号。以下「基準通知j という。）により実施されているところです。

この度、第73沼厚生科学審議会疾病対策部会臓器移植委員会（令和7年7月初日）の

審議結果を踏まえ、基準通知の別添2 （各臓器の移植希望者（レシピエント）選択基準）

のうち、心臓移植希望者（レシヒ。エント）選択基準、心肺何時移植希望者（レシピエン

ト）選択基準、肺移植希望者（レシピエント）選択基準、肝臓移植希望者（レシヒ。ヱン

ト）選択基準、目撃臓移植希望者（レシヒ。エント）選択基準及び腎臓移植希望者（レシピエ

ント）選択基準を別紙1から6の新旧対照表のとおり改正することとしました。

別添のとおり公益社団法人日本臓器移植ネットワーク浬事長宛てに通知しましたので、

御了知願うとともに、会員等に対する罵知につきまして御配慮願います。



•i>臆移植希望者（レシビエント）選択基準新18対照表 別紙 1

改正後 現行基準

1 適合条件 1 .適合条件

( 1 ）～（ 2 ) （略） ( 1 ）～（ 2 ) （略）

( 3）前感作抗体 ( 3）前感作抗体
l.事前に抗日L A抗体検査（スクリーニング、検査又は抗体 リンパ球直接交差試験（ダイレクト・クロスマッチテスト）

特異性向定検査）を実施し、陰性の場合l土、リンパ球交文 を実施し、抗T細胞抗体が陰性であることを確認するの

試験を省略するの パネルテストが陰性の場合、リンパ球直接交差試験（ダイレ

2 抗日 L A抗体検査が来実施又は陽性の場合は、 クト・クロスマッチテスト）は省略することができる2

リンパ球交叉試験を実施し、陰性であることを確

認するの

( 4 ）～（ 6 ) （略） ( 4 ）～（ 6 ) （略）

2. 優先順位 2. 優先順位

適合条件に合致する移植希望者（レシピエント）が複 適合条件に合致する移植希望者（レシピエント）が複

数存在する場合には、第一に（ 1 ）が優先され、第二に 数存在する場合には、第ーに（ 1 ）が優先され、第二に

( 2 ）の 1. Status 1 Aを優先する。それ以降の優先順 ( 2 ）の 1. Status 1 Aを優先する。それ以降の優先頗

位は、（ 2 ）の Statusが上位のものを優先し、河じ Status 位は、（ 2 ）の Statusが上位のものを優先し、同じ Status

内では、 ( 3 ）～（ 5 ）までを勘案して決定する。 ( 3 . 内では、 ( 3 ）～（ 5 ）までを勘案して決定する。 ( 3 

の具体的選択方法を参照） の具体的選択方法を参照）

( 1 ) （略） ( 1 ) （賂）

( 2 ）治療等の状況による優先度 ( 2 ）治療等の状況による優先度
1 . （略） 1 （絡）

2. Status 1 : Status 1 A以外で次の（ア）～（エ） 2. Status 1 Status 1 A以外で次の（ア）～（エ）

までのいずれか 1つ以上に該当す までのいずれか 1つ以上に該当する

る状態 状態



心臆移植希望者（レシビエント）選択基準新旧対照表

（ア）（略）

（イ）大動脈内バルーンパンピング（IABP）、経皮

的心肺補助装置（PCPS）、セントラル体外式
膜型人工紡（ECMO）、又は補助循環用ポンプ

カテーテルを装着中の状態

（ウ）・（エ）（略）

3. ・4. （略）

( 3 ）・（ 4 ）略

( 5 ）待機期間
( 1）から（引の条件が全て同一の移植希望者（レシピ

エント）が複数存在する場合は、待機期間の長い者を優先す

る。

OStatus 1 Aの移植希望者（レシピエント）間では、待機期間

は Status1 Aの日数とする。 Status 1 Aの待機日数が問ー
の場合、待機期間はStatus1での待機回数とするn

OStatus 1の移植希望者（レシピエント）間では、待機期間は

Status 1の重二三回数とする。

OStatus 2の移植希望者（レシピエント）関では、待機期間は

登録白からの重二三回数とする。

（ア）（略）

（イ）大動脈内バルーンパンピング（IABP）、経皮
的心肺補助装置（PCPS）、セントラノレ体外式

模型人工肺（ECMO）、又は補助循環用ポンプ

カテーテノレ

（ウ）・（エ）（略）

3 ・4. （略）

( 3 ）・（ 4 ) （路）

( 5 ）待機期間
且よの条件が全て同一の移植希望者（レシピエント）が複数

存在する場合は、待機期間の長い者を優先する。

OStatus 1 Aの移植希望者（レシピエント）聞では、待機期間は

Status 1 Aの日数とする。

OStatus 1の移植希望者（レシヒ。エント）荷では、待機期間は

Status 1の日数とする。

OStatus 2の移植希望者（レシピエント）聞では、待機期間は登

録日からの回数とする。



jj!J東氏 2 

心臓同時移植希望者（レシピエント）選択基準新l日対照表

改正後 現行基準

1 適合条件 1 適合条件
( 1 ）～（ 2 ) （略） ( 1 ）～（ 2 ) （略）

( 3 ）姉の大きさ ( 3 ）肺の大きさ
肺の大きさは臓器提供者（ドナー）及び移植希 肺の大きさは臓器提供者（ドナー）及び移植希

望者（レシピエントLの年齢区分に応じ、下記の方 望者（レシピエントの年齢区分に応じ、下記の方

法で評価する。 法で評価する。

（略） （略）

( 4 ）前感作抗体 ( 4 ）前感作抗体
1 事前に抗日 L A抗体検査（スクリーニング検査 リンパ球直接交差試験（ダイレクト・クロスマッ

又は抗体特異性向定検査）を実施し、陰性の場合 チテスト）を実施し、抗T細胞抗体が陰性であるこ

は、リンパ球交叉試験を省略するの とを確認する 2
2. 抗日 L A抗体検査が未実施又は陽性の場合は、 パネルテストが陰性の場合、リンパ球直接交差試

リンパ球交叉試験を実施し、陰性であることを確 験（ダイレクト・クロスマッチテスト）は省略する

認する。 ことができる n

( 5 ）～（ 7 ) （路） ( 5 ）～（ 7 ) （略）



肺移樟希望者（レシピエント）選択基準新聞対照表
;51J紙 3

改正後 現行基準

1 .適合条件 1. 適合条件
( 1 ) ． ( 2 ) 略 ( 1 ) ． ( 2 ) （略）

( 3）前感作抗体 ( 3）前感作抗体

1.事前に抗HL A抗体検査（スクリーニング‘検査文は抗体 ダイレクト・クロスマッチを実施し、陰性であることを確

特異性向定検査）を実施し、陰性の場合は、リンパ球交叉 認するの

試験を省略するの パネルテストが陰性の場合、ダイレクト・クロスマッチは

2 抗日 L A抗体検査が来実施又は陽性の場合は、 省略することができるの

リンパ球交文試験を実施し、陰性であることを確

認するの

( 4 ）～（ 6 ) （賂） ( 4 ）～（ 6 ) （略）



肝臓移植希望者（レシピヱント）選択基準新18対照表 I jjrJ紙 4

改正後 ｜ 現行基準

2. 優先頒位
( I ）・（ 2 ) （路）

( 3）医学的緊急性

Status I、StatusIIの順に優先する。

Statusの定義：

Status I；緊急に肝移横を施行しないと短期間に死亡が予測

される病態や疾患群を対象とし、予測余命1ヶ月以内
の疾患・病態群とする。

Status II ; I群以外の全症例は羽ELDスコアヰの高い）I頂に優先

順位を設定する。このMELDスコアは、 StatusIの場合

7目、 StatusIIでMELDスコア 25点以上の場合14日、

19点以上 24点以下の場合 30s' 18点以下の場合 90
日以内に更新し、更新されない移植希望者については

候補者から外れる。

MELDスコア＊ =9. 571n （血清クレアチニン値目g/dl)+ 
3. 78ln （血清総ビリルピン値 mg/dl)+ll. 20ln(PT-INR 

（血液凝固能） ) +6. 43 

MELDスコア計算用に入力する検査値は、小数点第2位を四捨

五入し、小数点第1位までを入力する。検査値は以下の範囲内
で入力し、指定範囲より低値の場合は指定範留の最小値、高値

の場合は指定範囲の最高値を入力する。また、透析時の場合は

血清クレアチニンの指定範囲の最高値を入力する。
血清クレアチニン； l.0 4. 0 

血清総どリルビン， l.0-999. 9 

PT-INR ; l. 0-999. 9 

MELDスコア計算結果は、小数点第1位を四捨五入した整数と

する。

2. 優先頗位

( I ）・（ 2 ) （略）

( 3）医学的緊急性

Status I、StatusIIの頗に優先する。

Statusの定義・

Status I；緊急に肝移横を施行しないと短期間に死亡が予測

される病態や疾患群を対象とし、予測余命1ヶ月以内

の疾患・病態群とする。
Status II ; I群以外の全症例はMELDスコアキの高い順に優先

順位を設定する。このMELDスコアは、 StatusIの場合

7目、 StatusIIでMELDスコア25点以上の場合 14日、

19点以上 24点以下の場合 30s' 18点以下の場合 90
日以内に更新し、更新されない移植希望者については

候補者から外れる。

MELDスコア＊ = 9. 57ln （血清クレアチニン値 mg/dl)+ 
3. 78ln （血清総ピリルピン伎 mg/dl) + 11. 20 ln (PT INR 
（血液凝宙能） )+6.43 

羽ELDスコア計算用に入力する検査値は、小数点第2位を四捨

五入し、小数点第1位までを入力する。検査伎は以下の範囲内
で入力し、指定範濁より低値の場合は指定範囲の最小値、高値

の場合は指定範囲の最高値を入力する。また、透析時の場合は

血清クレアチニンの指定範囲の最高値を入力する。

血清クレアチニン； l.0-4. 0 

血清総ビリルピン； l.0-999. 9 

PT-INR 1. 0-999. 9 

羽ELDスコア計算結果は、小数点第1位を四捨五入した整数と

する。



（剃徐）

肝店移植希望者（レシピエント）選択基準新18対照表

（注1）原疾患が以下の場合、移植希望者（レシピエント）登

録時に MELDスコア換算値を 16点（HIV/HGV共感染重症は 27

点）とし、聖子録白から 180日経過するごとに2点加算する。

陸量全1
HIV/HGV共感染軽症；肝硬変Childスコア7点以上（HGV単独

感染で 10点以上相当）、 HIV/HGV共感染重症； Childスコア

10点以上、胆道閉鎖症・カロリ病2；内科的治療に不応な胆道

感染（過去3ヶ月以内に3回以上）が存在する場合、もしくは
反復する吐下血（過去6ヶ月以内に2回以上）で内科的治療に
不応な場合、アラジール症候群2、polycysticliver disease、

門脈欠損症、 tvrosinemiatypel、家族性肝内腹手十うっ滞症2;

高度の栄養不良と、成長障害、制御できない掻摩感が存在する

場合、 dvcogen storage disease type l、galactosemia、

Crider-Na i iar type 1、cysticfibrosis、家族’性アミロイ

ドポリニューロパチ一、尿素サイクル異常症、有機酸代議f異常

症、高修酸尿症（オキサローシス）、ポルフィリン症、家族性

高コレステロール血症（ホモ接合体）、プロテインC欠損症、

原発性硬化性胆管炎2司胆管炎を1ヶ月に1回以上繰り返す

場合、原発性硬化性月旦管炎3；発症時年齢 18歳未満、腸管不

全関連肝障害；小腸移植適応評価委員会において肝・小腸伺時

移植の適応と判断された場合（総ビリルビン値6mg/dl以上）

（注2）肝細胞がんについては、 90日経過するごとに画像検

査及びAFP測定を施行し、ミラノ基準（※ 1）又は5-5-500基

準（※2）の遵守を確認した上で、登録時の MELDスコアに2

点加算した値を登録する《

（※ 1）ミラノ基準の遵守とは、当該肝細胞がんが以下の事項

を全て満たす状態を指すの

①遠隔転移や脈管浸潤を認めないこと

②最大腫疹径5cm以下1偲、又は最大腫悪事径3cm以下3個以

内



肝臓移植希望者（レシビエント）選択基準新旧対照表

（注）脳死肝移植希望者（レシピエント）適応基準に

記載の疾患（その他の疾患も含む n ）は、適応基準に

合致することを篠認した上で、疾患ごとに適応ー基準

に定められた以下のいずれかの周期加点方法で MELD

スコアに加算する n

A. 移植希望者（レシピエント）登録持に MELDスコ

（※ 2) 5 5 500基準の滋守とは、当該肝細胞がんが以下の事

項を全て満たす状態を指すn

ct遠隔転移や脈管浸潤を認めないこと
②最大握疹径が5cm以下であること

③臆疹偶数が5個以内であること
④AFPが500ng/ml以下であること

（注3）原疾患が以下の場合、移植希望者（レシピエント）苓

録時にMELDスコア換算値をお点とし、登録呂から 90日経過

するごとに以下の場合を確認した上で2点加算するの

限皐主1
肝芽腫．画像検査を施行し、自干外転移がない場合、門脈月市高血

圧症，右心カテーテノレ検査（小児など実施が函難であり測定精

度が保たれる場合は心エコー検査による浪ij定を代用とするこ

とが可能）を施行し、平均紡動脈圧 35出nHg以下が維持されて

に謹i
（注4）肝肺症候群については、登録時にMELDスコア換算値

を 16点とし、軽症（※）の場合、 180日経過するごとに2点、

重症（※）の場合、 90臼経過するごとに2点加算した値を苓

録するn また、軽症から重症に移行した湯合、それまでのMELD

スコアは継続し、苓録更新時より 90日経過するごとに2点加

算した値を登録する円

（※）シャント率が3日目以上またはPa02が60mmHg未満を重

症とし、それ以外を軽症とするn

（新設）



肝臓移植希望者（レシピエント）選択義準新18対扇表
ア換算値を 16 点とし、努録日から 180 日経過

するごとに 2点加算する n
B. 移植希望者（レシピエント）登録蒋に MELDスコ

ア換算値を 16 点とし、登録臼から 90 日経過す

るごとに 2点加算する内
c. 移植希望者（レシピエント）登録時に MELDスコ
ア換算値を 27 点とし、登録白から 180 日経過

するごとに 2点加算するの
D. 移植希望者（レシピエント）登録待に計算で得ら

れた MELD スコアで登録し、苓録日から 90 日終

過するごとに 2点加算する。

なお、周期加点の疾患群が Aから Bに変更される
場合、変更前の担LDスコアは継続し、病態変化後の

登録更新時より新しい周期加点方法にて MELDスコア

を加算していくこととする n



騨臓移植希望者（レシピヱント）選択基準新旧対照表 別非氏 5

改正後 現行基準

1.適合条件 1.適合条件
( 1) （略） ( 1) （略）

( 2）前感作抗体 ( 2）リンパ球交差試験（全リンパ球又はTリンパ球｝陰性

1.事前に抗日L A抗体検査（スクリーニング、検査文は抗体

特異性向定検査）を実施し、陰性の場合は、リンパ球交文

試験を省略するn

2. 抗日 L A抗体検査が来実施文は陽性の場合は、

リンパ球交叉試験を実施し、陰性であることを確

認する Q
3. ただし、肝隣小腸同時移植を巨的として、勝臓

移植希望者（レシピエント）への登録を行う場合

は、リンパ球交文試験を実施する必要はない。

2. 優先順位 2. 優先）I演位

適合条件に合致する移植希望者（レシピエント）が複 適合条件に合致する移棟希望者（レシピエント）が複

数存在する場合には、優先順位は、以下の煩に勘案して 数存在する場合には、優先順位は、以下の頗に勘案して

決定する。 決定する。

なお、肝勝小腸同時移植のために、際臓移植希望者（レ

シピエント）に登録している場合は、 ( 2 ）～（ 4 ）は

勘案しない。

( 1 ）～（ 4 ) （路） ( 1 ）～（ 4 ) （略）

( 5 ）勝臓移植（腎移植後豚臓移植、株単独移植）と勝腎 ( 5 ）稼鱗移植（腎移植後藤臓移植、勝単独移植）と勝腎
同時移植と肝勝小腸同時移植 同時移植

① 臓器提供者（ドナー）から勝臓及び腎臓（2名の腎臓移植 ① 臓器提供者（ドナー）から勝臓及び腎臓（2名の腎臓移植



5撃臆移模希護者（レシピヱント）選択基準新18対照表
希望者（レシピエント）に提供される場合に限る。）の提供が｜ 希望者（レシピエント）に提供される場合に限る。）の提供

あった場合には、勝腎同時移植、腎移植後勝臓移植、持単独｜ があった場合には、勝腎同時移植、腎移植後豚臓移植、隣単

移植の順に優先される。ただし、棒腎問時移植希望者（レシ｜ 独移植の煩に優先される。ただし、勝腎同時移植希望者（レ

ヒ。エント）が優先されるのは、 DR座の1マッチ以上のHLI シピエント）が優先されるのは、 DR~の 1 マッチ以上のH
A型の適合がある場合に限る。 I L A型の適合がある場合に限る。

② ①以外の場合には、勝腎同時移植以外の希望者に

ついては、腎移植後棒臓移植、際単独移植の順に優

先される。

③ ①、②に該当するレシピエントがいない場合は、

肝障小腸同時移植希望者（レシピエント）にあっせ

ム主主-2...

( 6 ）～（ 10) （略）

② ①以外の場合には、勝腎同時移植以外の希望者

については、腎移植後棒臓移植、目撃単独移植の順に

優先される。

（新設）

( 6 ）～（ 10) （略）



別紙 6
腎臓移植希望者（レシビエント）選択基準新旧対照表

改正後 現行基準

1.前提条件 l.前提条件
( 1) （絡） ( 1) （略）

( 2）前感作抗体 ( 2）リンパ球交文試験（全リンパ球又はTリンパ球）陰性

1.事前に抗HL A抗体検査（スクリーニング検査又は抗体 （新設）

特異性同定検査）を実施し、陰性の場合は、リンパ球交叉

試験を省略するの

2. 抗H L A抗体検査が未実施又は陽性の場合は、 （新設）

リンパ球交文試験を実施し、陰性であることを確

認する 2
3. 肝腎同待移植希望者（レシピエント）の場合に ただし、肝腎同時移植希望者（レシピエント）の場合に

は、 1.2.にかかわらず、リンパ球交叉試験主i陽 は、リンパ球交叉試験（全リンパ球又はTリンパ球）陽性

性の場合も対象とし、慎重に適応を決定したうえ の場合も対象とし、慎重に適応を決定したうえで、リスク

で、リスクについて十分に説明し承諾を得られた について十分に説明し承諾を得られた場合にのみ移植可能

場合にのみ移植可能とする。 とする。

( 3）・（4) （略） ( 3）・（4) （略）


